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1) 原尿処理の現況と問題点
千大医衛生
谷川久治，谷川章子，木村洋一
原 博，実川渉，中島幹男
原尿処理問題は環境衛生改善の面から戦後特に大
きく取り挙げられ，都市のマンモス化に伴ってその
重要性を増大しつつある所のものである。一方人口
5万以下の小都市民於ても続々と尿尿処理施設の設
置にのり出して来た。このことは下水処理施設を持
たない地域lζ於ける衛生改善という面から見れば極
めて望ましい ζとである。尿尿の陸上処理は厚生省
の推進する目的をも合致するものであるが，この方
法として従来は消化槽処理方式が多く用いられて来
た。最近になって，いわゆる化学処理法が盛となっ
て来ているが，この方面の研究は未だ十分でなく，
更に検討すべき点が多く見うけられる。化学処理法
の特徴は尿尿lζ沈澱及び防臭効果のある比較的安価
な薬剤を混入し，短時間内に尿尿の分離を起きし
め， 分離液層を導いて pHの修正及び水による稀
釈を行い，撒布漉床にかけて放流し，一方沈澱部分
は機械的に脱水し，焼却し，或いは埋立等応用いる
ものである。薬剤添加の効果として，殺菌，殺卵は
期待出来るが，分離液の安定化lζ関してはなお多く
の問題があり，安定化の基準も消化槽処理の場合と
同じに考えてよし、かどうかも問題である。消化処理
の場合と比較して大きく異なる点は薬剤投入による
尿尿中細菌の死滅が著るしいことで，化学処理法の
場合にはたす細菌の役割は殆どないものと考えられ
る。 
上述の如く諸種の難点ぞ含む方法ではあるが建設 
費の比較的安いこと，処理過程が速やかで施設の敷 
地が狭くて済むことなどの利点のため，稀釈水の得
られ易い所では競って本法を採用しようとする傾向
が見られる。
演者等は，現在比於ける全国的な尿尿処理施設の
概要を調査し，新らしく施設されようとする企画を
検討し，特l乙化学処理に於ける分離液の安定化に関
する諸問題を研究しつつあるのでその概要を報告す
る。 
於千葉大学医学部新館第 1講堂 
2) 尿尿化学処理過程の実験的考察
千大医衛
平野英男，小林茂樹，行天良雄
高尾三良，渡辺正敏，矢島登美太
近年各都市に於て尿尿の化学処理が行われるよう
になったが，その 1例として国立町浄化圏より得た
連続操作途中の各試料について行った試験を要約す 
ると以下の如くであった。
試料 No.l 投入尿尿汁硫酸鉄
NO.2 No. 1 +消石灰の分離上清 
No.3 No. 2 +硫酸 
NO.4 No. 31乙水を加えて稀釈したもの 
NO.5 NO.4の撒布櫨床流出水
以下は我々が実験的に No.21乙操作を加えたも
のである。 
No. 6 No. 2の300の R.P. M. (800 g) 
30分遠沈上清 
NO.7 NO.2の34，000のR.P. M. (54，000 
g) 60分遠沈上清

以下各試料は No.で示す。
 
C. O. D. (第2法) No. 1は 4，450p. p. ffi. で 
No. 2，No. 3，No. 6，No. 7は No. 1 の 60~65
%の値を No.4，No.5.は各々 7.8%，5.6%であ
っ?こ。 
B. O. D. (5日法)No. 1，No. 2，No. 4，No. 
6，No.7 は 4，800~4， 500 p. p. ffi. であり各者殆ど
変化を認めないが， No.5は 2，500p. p. ffi. とほ
ぼ 50%K近い値を示した。
灼熱減量は 10cc中No.1: 0.056 g，No. 3: 0.042 
g，No. 2: 0.037 g，No. 6: 0.0307 g，No. 4: 0.006 
g，No. 5: 0.0045 gの順であった。
3) 原尿試験に於ける c.O. D.価の意義に関す
る研究
千大医衛生
衣川端水，中山治弱，大西 正
斎藤実，坂本一夫，牛尾衛
田波潤一郎
尿尿処理の効果を判定する為の諸種の試験法によ
